
AI∕DX×ダイバーシティ ⼈材育成で攻略できる⽣産性向上

多様な⼈材のポテンシャルを
引き出す「実践的」AIリスキリング
〜教育コストを最適化し、

あらゆる社員をAI時代で活躍できる⼈材へ〜
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株式会社 Her's 代表取締役

株式会社Her’s 代表取締役社⻑

⾦⼦ 寛⼈ / Kaneko Hiroto

37歳 / 1988年⽣まれ

新潟県

釣り / スポーツ観戦 / 美味しいお店開拓

2011年〜2017年：NTT東⽇本株式会社
2017年〜（現在）：株式会社Her's 代表取締役
2022年〜（現在）：株式会社TOROUT 代表取締役
2025年〜（現在）：株式会社JOBLIS 代表取締役



株式会社Her’s（Her‘s Co.,Ltd.）

〒104-0031 
東京都中央区京橋 3-9-2 宝国ビル5F (本社)

• Webマーケティングスクール　

• 法人向けリスキリング事業

• 補助金 /助成金コンサルティング

• 就労支援FC事業

20名
※2025年9月現在（アルバイト・業務委託を含む）

会社案内

会社名

所在地

事業案内

………………………………………………………………………………………

………………………………………………………………………………………

………………………………………………………………………………………

従業員数



グループ事業紹介

個人向け・法人向け・障がい者向けに AI・Web・ ITの教育サービスを展開。

転職・副業・独立したい未経験の方向け

に、基礎から実践までマンツーマンで学

習をサポートする Webマーケティングの

オンラインスクールを運営。

AIやWebマーケティングをはじめ、 DXや

GXを目的とした研修コンテンツを多数提

供。助成金を活用した従業員のリスキリ

ングサービス。

『誰も取り残さない』というミッションのも

と、障がい者に AIなどの学習をすること

で一般就労に向けたトレーニングをおこ

なう。自社施設運営と FC展開の2軸で

サービス提供中。

個人向け 法人向け 障がい者向け



会社案内

株式会社Her's の研修実績

5

Her’sは国内最高峰のステージで戦うチームの「資金」と「組織力」を支援しています。

B.PREMIER 参⼊決定

佐賀バルーナーズ
2026年開幕の「B.LEAGUE PREMIER」初年度参⼊が決定している、
⽇本バスケットボール界のトップランナー。

PROVIDED SOLUTIONS

公式ユニフォームスポンサー
組織DX‧AI⼈材育成⽀援

Jリーグ
サガン⿃栖
Jリーグ所属の佐賀拠点のサッカーチーム。
全国にファンのいる⼈気チームへ研修も提供。

公式スポンサー 組織
DX‧AI 

e-sports Team（ゲーム）
KIT StarLeven KYUSHU
デジタルネイティブ世代へ圧倒的なリーチ⼒を誇る
プロeスポーツチーム。

公式スポンサー 組織
DX‧AI 

 B.LEAGUE 1部 Jリーグ
アルビレックス新潟
Jリーグ所属の新潟拠点のサッカーチーム。
全国にファンのいる⼈気チームへ研修も提供。

公式スポンサー 組織
DX‧AI 
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政府が推奨するリスキリング



00 ─ PROLOGUE

皆様は、「AI」に対して
どのようなイメージをお持ちですか？

「質問を⼊⼒したら、⽂章を作ってくれる便利なチャットボット」

―― もしそう思っているなら、その認識はすでに“過去のもの”です。



01
PAST

02
NOW

03
NOW & FUTURE

01 02 03

→ →

00 ─ AI の進化とショック

「チャットAI」の時代はすでに終わり、
「⾃律型 AI エージェント」の時代へ

STEP 01 ─ 検索時代

「情報を探す」

⼈間が⾃ら検索し、

全ての情報を整理‧実⾏する。

STEP 02 ─ チャット  AI 時代

「指⽰に答える」

⼈間が 1 ステップずつプロンプトで指⽰を出し、

AI が作業を代⾏する。

STEP 03 ─ AI エージェント時代

「⾃律して働く」

⼈間は『⽬的』を 1 ⾏指⽰するだけ。

AI ⾃⾝が 計画‧実⾏‧エラー修正を

⾃律的にループし完遂する。

▼ 例えば、今こんなことが実現しています

社内システムの全⾃動開発

「〇〇管理ツールを作って」と指⽰するだけで、
AI が⾃らコードを書き、エラーを⾃⼰修復しながら
 わずか数⼗分〜数時間 で構築。

リサーチから企画書の⾃動⽣成

テーマを与えるだけで、
AI が Web 上から競合調査を⾏い、
約 5〜10 分 でハイクオリティなプレゼン資料を完成。

複数ツールをまたぐ事務の「無⼈化」

「メール受信 ⇨ 顧客リストへ転記 ⇨ 担当者へチャット報告」
を AI が⾃律判断し、数秒で 全⾃動処理。



OUR PROMISE

本研修は、この「⼀⽣モノの⼟台」を

全社員にインストールするためにあります。

00 ─ ⼀⽣モノの AI 思考⼒

どんな AI が登場しても変わらない。
⼈間の絶対的な役割（⼟台）

CORE MESSAGE

AI ツールは 「枝葉」
本質は 「⼀⽣モノの⼟台」

⽇々登場する新しい AI ツールに振り回されず、

むしろ「どのツールでも使いこなせる側」に⽴つ。

その鍵は、業務の分解‧指⽰出し‧評価判断という

普遍的なリテラシーにあります。

ChatGPT Claude Gemini 未来の AI …

①

②

③

SURFACE ─ 入れ替わる枝葉

（※これらは時代と共に変化する表⾯的なツールに過ぎない）
▼

FOUNDATION ─ 変わらない本質

▌ 一生モノの  AI リテラシー  ▐
どんな AI が進化しても変わらない、

⼈間にしかできない絶対的な役割

業務の切り分け（どこからどこまでを AI に任せるか）

適切な指⽰出し（プロンプトによる要件定義）

出てきた結果の評価と最終仕上げ



時代の背景｜AI

手書き

〜1980年

ワープロ

1980年代

PC

1990年代

2023年以降

AI

時代の変化により、手書きからワープロ、パソコンへと、ビジネスツールは進化。

これからの時代における AI活用は当たり前のものに。

ビジネスマンの必須スキルが PC➡AIの時代へ



AI導⼊は「現場次第」ではなく、「経営層の責任」です。

個別の費⽤対効果（Before/After）を検証している間に、競合は「標準装備」を終えています。

これまでの誤ったアプローチ

 「便利ツール」としての検討

よくある悩み 

‧⾃社の業務でどう使えるか、
具体的なBefore/Afterがイメージできない

‧社員にやりたい⼈がいるか分からない

結果...

永遠に決断できない 
「今のやり⽅」の延⻑線上で組織が陳腐化

MADALISが提唱する正解

「経営インフラ」として標準装備

経営者の決断 

結果！

全社員の「AI基礎能⼒」底上げ 
⾃然に組織が進化する 

‧PCやメールと同じく、
使えて当たり前の環境 をトップダウンで作る

 ‧効果は、

 「PCの導⼊」にBefore/Afterの検証が必要なかったように、
 「AI（第2の脳）」も、効果測定より先に「装備」すべき必須インフラで

す。 

使いこなした後に現場が創り出すもの



時代の背景｜リスキリング

政府は2022年10月、リスキリング支援として「人への投資」に 5年間で1兆円を投じると表明

1.労働移動

労働者に成長性のある産業

への転職の機会を与えること

(転職、副業、社内異動など )

2.リスキリング

学び直しをして新しい仕事に

就くこと

3.賃上げ

賃上げによってスキルの高い

人材が集まり、企業の生産性

向上につながる

￥

日本が抱える 3つの課題



時代の背景｜リスキリング

リスキリング支援「 5年で1兆円」

岸田首相が所信表明

2022年10月の所信表明演説で、岸田首相は個人のリスキリン

グ支援に 5年間で1兆円を投じると表明。

リスキリング支援の3本柱

①転職・副業を受け入れる企業等への支援

②在職者のリスキリングから転職までを一括支援

③従業員を訓練する企業への補助拡充



DX/GX人材のリスキリング

世界が取り組んでいる DX/GXにおいて、日本が遅れを取っている。

DX/GXを推進する人材不足に対し、関連する専門知識の習得にかかる費用を国がサポート。

AI活用や ITツールの活用など社内業

務の効率化による生産性向上などを

推進。

DX（デジタルトランスフォーメーション） GX（グリーントランスフォーメーション）

カーボンニュートラルの実現に向けた

取り組みに必要な専門知識や技能の

習得を推進。



¥ ⏱

現場が抱える問題

現場が抱える「戦⼒化」のリアルな壁
多様な⼈材の活躍が急務な中、現場を悩ませる2つの⼤きな課題

WALL 01 ─ お⾦の壁

教育や研修にかける
「予算」が⾜りない

⼈材育成に投資したい経営層の⽅針とは裏腹に、

現場部⾨ごとの研修予算は限定的。

個別の外注研修や e-learning は積み上がると

⾼コストになり、全社展開は断念されがちです。

WALL 02 ─ スキルの壁

現場の社員に教えられる
「スキル」がない

そもそも現場の社員にAIの活⽤法を教えてあげられる

スキルを持った社員がいない。

会社全体のAIリテラシーを上げていくことが必要。

VS



✕ ✕ ✕

従来の研修の限界

従来の研修が「定着しない」3つの理由
せっかく投資しても現場で活きる技術にならない — その根本原因

REASON 01

丸1⽇の拘束

まとまった時間を奪われ、

現場の業務が回らなくなる。

1⽇拘束する研修は業務インパクトが⼤きく、

現場マネージャーの理解を得るのが困難で

す。

REASON 02

⼀律のペース

ITリテラシーの個⼈差に対応できず、

置いてけぼりになる受講者が常に発⽣。

習得済みの⼈、退屈な⼈にも

それぞれ効かない「⼀律」設計です。

REASON 03

復習できない

⼀度きりの研修では、

実務に活かす前に忘れてしまう。

学んだ内容を思い出せず、

結局「受けただけ」で終わるのが

従来研修の最⼤の問題点です。



受講形式と研修内容



講座概要｜受講形式

助成金が1名につき27万円上乗せされる定額制コースを推奨。

受講形式①

定額制eラーニング

受講形式

支給条件

価格

助成金

特徴

12ヶ月で一定時間の動画を視聴し続ける

10時間×3講座の動画を視聴する

96万円/人　(= 32万円/講座 ✖3講座)

72万円/人　(= 24万円/講座 ✖3講座)

・30時間の視聴が必要

　※受講完了次第、助成金の申請が可能

・年度内で同講座の人数追加可能

受講形式②

　通常eラーニング

受講形式

支給条件

価格

助成金

特徴

およそ3ヶ月で30時間の動画を視聴する

期間内に全ての動画を視聴する

120万円/人　(= 40万円/講座 ✖3講座)

45万円/人　  (= 15万円/講座 ✖3講座)

・30時間以上の視聴が必要

・年度内に同講座の人数の追加は不可

RECOMMENDED



AIを活用した業務効率化

AIを用いて社内DXを推進できる人材の育成

AI活用の専門家が監修した
eラーニング講座

DXを推進できる社内人材を育成することを目的に、 AIやAI活用の専門家監修のもと e
ラーニング研修を開発しました。

▼提供コース

・AI講座

・DX講座 
・SNS講座

eラーニング講座の
３つの特徴

株式会社Her’sが提供するeラーニング
研修は、効率的で効果的な社内人材
育成(リスキリング )をサポート

特化型講座

新規事業 /DXにつながるように開発
された、実践に役立つ最適な講座設

計

特徴

１
専門家監修

WEBマーケティングや AIなど、各分
野の専門家が監修しているため、無

駄がなく効果的な講座内容

特徴

2

学習サポート

動画講座だけでなく、自習が可能な
教材資料による学習サポートを提供

特徴

3



カリキュラム一覧

Udemyベストセラー講師の 2名が監修したAI・WEB関連のコンテンツをご提供！

WEBマーケの専門家 AIの専門家

✖



定額制コースの概要

ChatGPTから他AIサービス、SNS運⽤まで幅広く学べる3つの講座●

ChatGPT (GPT-4o) / DALL-E 3

AIを「事務の即戦⼒」として使いこなす

‧ChatGPTの実践活⽤：
 報告書作成、メール⽂案、企画のアイデア出しを
  AIで効率化 

成果

⽂章作成から画像素材の⽤意まで、
個⼈の⽇常業務を劇的に効率化する

DX Tools

デジタルツールで「現場の無駄」をなくす

成果

デジタルツールを使いこなし、
組織全体の業務フローから無駄を排除する

SNS Marketing

集客や採⽤にも使えるSNS運⽤を学ぶ

成果

会社の魅⼒を直感的に伝え、
SNSによる集客‧採⽤⼒を根本から強化する

AI講座（25時間）
AI活⽤基礎 ＆ 画像⽣成

STEP 1

DX講座（27時間）
DXツールの活⽤事例

STEP 2

SNS講座（19時間）
SNS運⽤の基礎

STEP 3

‧画像‧資料素材の作成：
 チラシや資料に使える画像をAIで⾃作し、 
  外注コストを削減 

‧最新ツールの操作：
 マイクロソフトのAI（Copilot）など、
  PC作業を助ける最新機能の習得
 

‧最新ツールの実践活⽤：
 ⽂書作成のGemini、議事録⾃動作成のNotta、
 情報共有のNotionを活⽤ 

‧パソコン作業の⾃動化設定：
 エクセル作業や、毎⽇繰り返す決まった操作を
 「⾃動で動かす」設定 

‧社内情報の整理と活⽤：
 Notebook LMを活⽤したマニュアル作りや、
 Napkin AIによる図解化 

 

‧SNS各媒体の活かし⽅：
 各SNSの特性を理解し、⾃社の業種に合った
 最適な情報発信を選択 

‧ショート動画戦略と魅⼒発信：
 スマホで撮れる短い動画を活⽤し、
 会社の雰囲気を直感的にアピール 

‧企業の信⽤を守るリスク管理：
 不適切な投稿による炎上を防ぎ、
 安全に運⽤するための従業員教育 

 



MADALISで学べる他AIサービス共通の「本質的スキル」

 共通性の図解 

 ツールは異なっても、AI活⽤の90%以上は共通 

1 「⾒た⽬‧操作」が同じ

‧どのAIツールも「チャット形式」である点は共通
‧画⾯の左側に履歴、下に⼊⼒欄という配置も同様
‧ChatGPTで慣れてしまえば、
 他ツールも説明書なしで直感的に使⽤可能

2 「指⽰の出し⽅（プロンプト）」が同じ

‧ChatGPTで覚えた指⽰のテクニックは、
 そのまま他ツールでも通⽤します
‧ AIを正しく動かすためのテンプレは、
 ツールが変わっても共通して使⽤可能

3 「AIで出来る機能」が同じ

‧実は「このAIでしかできない」という特殊な業務は
 ほとんどない
‧メール作成‧要約‧アイデア出しなど、
 ビジネスで使う主要機能は共通

 実は、「Copilot」の頭脳（モデル）は
「ChatGPT」と同じ。

Copilotの中⾝にはOpenAI社のGPT-4が採⽤されています。
構造を知り尽くしたプロが提供する学習カリキュラムです。

結論

「ChatGPTで基礎を固めることが、

AI活⽤への最短ルート です。」

ChatGPT
基礎‧本質 共通スキル：プロンプトエンジニアリング

他AIサービス
(例)Copilot & Gemini

実務‧応⽤

Pro's Knowledge

▼ツールは違っても、本質は同じ。 あらゆるAI環境で成果を出し続ける『普遍的なスキル 』を習得します。

▼90%共通する3つの点



BEFORE 受講前 AFTER 受講後

→

受講による「変化」 ①

変化① ⼀般社員の属⼈化解消と
コア業務への集中

「⽩紙から⽂章を考える」PC業務に 多⼤な時間を奪われている。
現状の課題

提案書‧議事録を毎回ゼロから作成、1 件に何時間も奪われる。

受講後の姿
AIが「80点のたたき台」を数秒で作成。

浮いた時間で 対⼈コミュニケーション や 顧客体験向上 など
⼈にしかできない仕事に集中。
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 受講による「変化」 ①

事例（総合⼈材派遣‧⼈材紹介サービス（株式会社H様）

活⽤シーン 01

対外的なビジネス⽂⾯の超⾼速作成

箇条書きメモ

AIが⾃動⽣成

完成⽂書（求⼈票‧メール）

現場の声

「ゼロから⽂章を考える時間が無くなり、求⼈票だけで
なくあらゆる顧客向け案内⽂がすぐに完成します。」

活⽤シーン 02

⾯談‧打ち合わせ内容の
「要約」と「フォーマット化」

⾯談記録 AI要約 議事録/⽇報

テキスト業務時間

約66% 削減

現場の声

「会議の⾳声やメモを投げるだけで、社内規定の
フォーマットに沿った議事録や⽇報が⾃動で
出来上がるのは感動的です。」

活⽤シーン 03

営業提案の壁打ちと
契約書‧ルールの「⼀次チェック」

若⼿社員 + 助⾔型GPTs

業務の属⼈化解消

若⼿社員の早期戦⼒化

現場の声

「AIが専属の相談役となり、
経験の浅い若⼿でも⾃信を持って提案や契約実務を
進められるようになりました。」

議事録‧メール‧提案書‧契約書の⼀次チェック‧打ち合わせの要約などの作成時間を 1/3に圧縮。
あらゆる部署の『テキスト業務』をAIが代替し、業務スピードが劇的に向上。



AFTER ↓

受講による「変化」 ②

変化② ⾼年齢社員の
「ITの壁」解消と経験の還元

BEFORE ─ 受講前

豊富な経験や専⾨知識はあるが、
PC 操作や新しい IT ツールへの苦⼿意識がボトルネック。

結果、せっかくの経験や知識が実務で ⼗分に発揮しきれない 状態が続いてしまう。

AFTER ─ 受講後

「1⽇10分」の学習で、AIを⾃⾝の頼れるアシスタントとして活⽤。

⽂章作成やデータ⼊⼒などの「デジタル作業」を AI に任せることで IT の壁を突破。

浮いた時間で、⻑年の経験を活かした「⾼度な判断」や「若⼿のメンタリング」など、

ベテラン本来の 価値発揮に 100% 集中 でき、第⼀線で活躍し続けます。



📝 📖 📊

AFTER ↓

 受講による「変化」 ③

変化③ 障がい者による
「新しい職域」の創出

BEFORE ─ 受講前

⼀律のペースの研修には付いていきづらく、任せられる業務の幅が 限定的 になりがち。

AFTER ─ 受講後

「1年間⾒放題」を活⽤し、⾃⾝の体調やペースに合わせて反復学習しスキルを定着。
AI を駆使することで、現場の負担を減らす「明確な役割」を担います。

TASK 01

AI 議事録‧
要約作成

会議データを ⾼精度でテキスト化‧

要約にして共有。

TASK 02

マニュアル‧
Q&A 整備

箇条書きメモや⾳声指⽰から

⼿順書を AI で⾃動⽣成。

TASK 03

データ
前処理

バラバラのデータを

AI で社内フォーマットに整形。



AI活用事例



結論：経営と現場にもたらす導⼊効果の全体像

conclusion

AI研修が経営と現場にもたらす
「3つの変化」

01

⽣産性UP OPERATION

「実務の70%をAIが代⾏‧⾃動化可能」
全職種のルーチンワークをAIに置き換え、⽣産性を劇的に向上。

02

⼈件費削減 LABOR COST

「⼈件費を⼤幅に削減可能」
⽉400時間の余⽩を創出し、⼈件費削減効果による利益体質の改善を図る。

※シミュレーション試算に基づく

03

業務の⾃動化 & 仕組み化 ORGANIZATION

「離職‧採⽤‧育成の課題を根本解決」
ノウハウを資産化し、⼈が⼊れ替わっても揺るがない組織基盤を作る。



【圧倒的な効率化】AIが「肩代わり」する実務の例



【業界別】AI活⽤‧定着事例⼀覧



【経営インパクト】組織全体の「無駄な時間」消滅シミュレーション

1⼈あたりの余⽩創出

20時間 / 月

組織全体(20名)の削減

400時間 / 月

年間コスト換算 (⼈件費効果)

約 1,200万円

※ 時給2,500円 × 400時間 × 12ヶ⽉で試算。
※ 実際の削減効果は業務特性により異なります。

AIを使えるようになるだけで、年間1,000万円以上のコスト構造改⾰が実現します。

約70%削減

余⽩の創出



【組織課題】離職‧採⽤‧育成のトリプル解決

MADALISのAI研修導⼊により、3つの組織課題「離職」「採⽤」「育成」を根本から解決します。

▼ 課題

‧優秀な⼈材の退職により、業務が回らなくなる

‧同じ業務レベルまで教育するのは困難

解決策

業務の仕組み化

‧なるべく多くの業務をAIに任せていくことで、
 AIが業務を回していく仕組みをつくる

‧どんな⼈が⼊社や部署異動で担当になっても
 業務が⽌まらない状態をつくる

▼ 課題

‧⼈⼿不⾜だが新規採⽤は年々難しくなる

‧既存社員の業務負担が増え現場が疲弊する

解決策

既存⼈材のAI戦⼒化

‧⼈⼿不⾜＝採⽤の思考を捨て、
「⼈を増やさなくても現場が回る」体制を作る

‧定型業務をAIに任せ、
 既存社員に必要な業務時間を確保する

▼ 課題
‧AIを使っているつもりでも
 機能の20%しか使えていない
‧会社も100%できることが20%しかできていない
 →80%の機会損失をしている

解決策

AIスキル格差の是正

‧個⼈のセンスに頼らず、
 誰が使っても同じ成果が出るようにする

‧最先端スキルの習得が
 福利厚⽣（定着率向上）としても機能する

‧全員で「AIでできること」を網羅的に学び、
 組織全体での「共通認識」をつくる

離職対策 採⽤対策 育成対策



財務戦略



【概要】「納税」を「資産」に変える財務戦略スキーム

国の制度を活⽤し、1年後にキャッシュを増やして会社に残す投資戦略

ゴール 法⼈税の削減
利益を確実に守る

AI⼈材の資産化
組織⼒を強化

内部留保の最⼤化
税⾦を資産に変える

ポイント01

 研修費（経費）を 
即時‧全額償却

‧決算1ヶ⽉前でも全額経費計上が可能

‧⼀括で経費計上し、当期の利益を圧縮

ポイント02

 税制優遇の 
併⽤

‧「賃上げ促進税制」などの国の制度を活⽤
‧税額控除率30%

ポイント03

キャリアアップ
助成⾦の活⽤ 

‧研修受講により重点⽀援対象者として申請可能

‧障がい者正社員化コースでの申請も可能

本スキームは国の制度を活⽤し、法令に基づき適正に設計されています。



【導⼊の鍵】「国の制度」という安全性とタイムリミット

リスクのない国の制度を活⽤し、期限内に最⼤のメリットを享受

確実性と安全性

⼀般的な節税商品

リスク⾼

⺠間の投資商品 （例：マイニング、⾜場リース等）

商材そのものが消失‧破綻するリスクがある

税制改正で突然「否認」される可能性がある

MADALIS

国の制度

厚⽣労働省の助成⾦活⽤

国が相⼿のため倒産‧消失リスクなし

要件を満たせば確実に受給可能

法令遵守で適切に設計されており安⼼

制度期限のタイムリミット

 現⾏の好条件が確定しているのは「2026年度」まで 

 以降は助成率ダウンや要件厳格化の可能性があります。
確実な今のうちに取り組む必要があります。

決算対策としての柔軟性
企業の決算⽉に合わせ、請求書のタイミングを調整可能

今期計上

選択可能

来期計上

2024 2025
2026

ラストチャンス



⼀般的な投資‧節税商材との⽐較

⼀般的な「モノ」への投資商品はリスクや本業への貢献度が課題となりますが、
MADALISは「ヒト（従業員）」への投資により、確実なリターンと組織強化を実現します。

⽐較項⽬
商材①

CPU/GPUサーバー
(マイニング)

商材②

オペレーティングリース
(⾜場‧ドローン)

商材③

暗号資産/コイン

即時償却 ○
条件による

○
条件による

△
会計処理が複雑

元本‧収益リスク
△

暴落‧稼働停⽌
リスク⼤

△
解約‧破損リスク

△
激しい価格変動

資⾦回収の確実性 △
仮想通貨での回収

△
リース料‧売却益

△
売却時の時価次第

本業への貢献
△
なし

(管理の⼿間のみ)

×
なし

(本業と無関係)

×
なし

商材④ 本サービス

MADALIS

RECOMMENDED

⚪
全額研修費として計上

⚪
国の制度活⽤の

ため確実

⚪
現⾦給付の助成⾦

＋税額控除

⚪
社員の⽣産性向上

組織強化



人材開発支援助成金　事業展開等リスキリング支援コース（定額制）

＜助成率・限度額＞ ※中小企業・個人事業主の場合

3/4 24/32万円 1億円

経費助成率
受講者一人あたり

助成限度額
1事業所1年度あたり

助成限度額

＜助成対象＞

● 事業主：雇用保険適用事業所の事業主

○ ※雇用保険料の未納がある場合は対象外

○ 中小企業主の定義は右記の通り

● 労働者：雇用保険被保険者
※資本金または労働者数のいずれかの条件が該当すること



19 ─ 受講コストとカリキュラム概要

Her’sの提供するAI研修サービス
MADALIS

01 02 03

 受講コスト  ⼈材開発⽀援助成⾦の活⽤で  1⼈あたり 

80,000円〜
受講可能！

⾼額な初期投資は不要。国の⽀援制度を正しく活⽤し、
全社員に「⼀⽣モノの AI スキル」を。

CURRICULUM ─ 実務直結の超実践カリキュラム

AI 講座
ChatGPT ‧ 画像⽣成 など

⽂章作成から画像素材の⽤意まで、

⽇常業務を劇的に効率化し、

「事務の即戦⼒」に。

DX 講座
Gemini ‧ Notta ‧ Notion など

最新デジタルツールを使いこなし、

組織全体の業務フローから

「無駄を排除」するチカラを育む。

SNS 講座
各媒体の特性 ‧ ショート動画 など

会社の魅⼒を直感的に伝え、

SNS による集客‧採⽤⼒を

根本から強化する。



CLOSING ─ 2030年問題への回答

2030年問題に向けた
「最強の⽣存戦略」
「⾜りないから新しい⼈を採⽤する」時代は終わりました。

OUR MESSAGE

超労働⼒不⾜社会において企業が⽣き残る唯⼀の道。

それは、今いる社員、⾼年齢者、障がい者、

あらゆる⼈材のポテンシャルをAIで引き出し、

「誰もが活躍できる環境」を創ることです。


